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ホームタウン８市町村と共に協定を締結

　
本
年
四
月
か
ら
成
年
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
高
齢

化
も
進
行
す
る
な
ど
、
今
後
、

若
年
層
や
高
齢
者
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会

の
進
展
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
十
八
歳
・
十
九
歳
の
皆
さ
ん

は
「
大
人
」
と
し
て
の
生
活
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な

る
と
、
親
の
同
意
が
な
く
て
も

契
約
で
き
る
一
方
で
、
一
度
結

ん
だ
契
約
は
簡
単
に
取
り
消
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、

契
約
は
慎
重
に
行
う
な
ど
の

「
だ
ま
さ
れ
な
い
消
費
者
」
に

な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
上
の
問
題
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
家

族
で
あ
っ
て
も
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と

思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
窓
口

・
市
消
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ン
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多重債務の相談
　借金返済のために借金を重ねる多重
債務に悩んでいる方を対象に、相談を
受け付けています。問題解決のための
情報提供や債務整理の方法を説明し、
必要に応じて、弁護士から助言・指導
してもらうことができます。

　次の16人の方々が、永年勤続功労章を受章
しました。同章は、消防業務に長年従事し、
その成績が優秀で、他の模範と認められる消
防団員などに贈られるものです。
＝年齢は３月１日現在。支団（所属、階級）順・敬称略=

▷菅野義德66＝第１支団団員　内郷御台境町
▷作山貴紀58＝第３支団分団長　田人町旅人
▷樋田正明58＝第３支団分団長　岩間町
▷蛭田誠59＝第４支団分団長　遠野町滝
▷野木稔58＝第４支団分団長　常磐上湯長谷
　町
▷佐久間政知61＝第４支団団員　常磐藤原町
▷髙𠩤直人62＝第５支団副支団長　好間町川
　中子
▷牛久滋夫57＝第５支団副支団長　内郷宮町
▷吉田好一63＝第５支団部長　内郷白水町
▷藁谷法嗣67＝第５支団団員　内郷宮町
▷蓑壽勝64＝第５支団団員　平
▷清野宏一63＝第５支団団員　内郷内町
▷小島浩61＝第５支団団員　内郷宮町
▷薄井政広55＝第６支団副支団長　三和町中
　三坂
▷田子斉62＝第６支団分団長　三和町中寺
▷飯髙和則65＝第７支団部長　大久町小久

　市は、３月20日に、株式会社いわきス
ポーツクラブと同協定を締結しました。
　同協定に基づき、相互に連携を図りなが
ら、スポーツを通じた人財育成や地域密着
型プロスポーツチームとしての活動支援な
ど、双方の資源を有効に活用した取り組み
を推進していきます。

５月は消費者月間
だまされない消費者になるために

令和３年度消防庁長官表彰

地域創生に関するパートナーシップ協
定を締結

○お問い合わせ
　消費生活センター
　☎22－7021

～若年層・高齢者の
　　　トラブルに注意！！～

○
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
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市
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
ま
と
め
た

「
第
二
次
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
市
立

地
適
正
化
計
画
」
を
二
〇
一
九

年
に
策
定
し
、
魅
力
あ
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
観
光
拠
点
で
あ
る
常
磐
地
区

は
、
観
光
客
の
減
少
や
駅
周
辺

の
低
未
利
用
地
の
増
加
に
よ
る

市
街
地
の
空
洞
化
が
進
む
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
い
わ
き
湯
本
温
泉

な
ど
の
観
光
資
源
が
豊
富
な
常

磐
地
区
の
再
生
を
図
る
た
め
、

地
区
団
体
と
行
政
で
組
織
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
な
ど

を
開
催
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る
「
市
街
地
再
生
整
備
基
本

方
針
」
を
昨
年
五
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
同
方
針
で
掲
げ
た
取

り
組
み
は
、
公
共
施
設
の
再
編

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
具
体
的
な

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
基
本
計
画
を
取

り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

常
磐
地
区
の
市
街
地
再
生
に
向
け
て

常
磐
地
区
の
市
街
地
再
生
に
向
け
て

〜
交
流
拠
点
の
整
備
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
〜

〜
交
流
拠
点
の
整
備
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
〜
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防災情報発信等に関する協定を締結
　市は、３月28日に、福島テレビ株式会社
と同協定を締結しました。
　同協定に基づき、災害発生または発生の
恐れがある場合には、避難指示等や避難所
開設等の情報、発災後の生活支援情報等を
テレビやＳＮＳなどで速やかに発信するほ
か、平時における防災関連の取り組みとし
て、定期的
な研修会を
開催するな
ど、相互に
連携した取
り 組 み を
行っていき
ます。 生命を守る行動に結びつけるこ

とを目的に協定を締結

災害時における緊急輸送等に関する三
者協定を締結
　市は、４月14日に、株式会社AirXおよ
び有限会社ジャパンフライトサービスと同
協定を締結しました。
　同協定に基づき、災害発生時には、ヘリ
コプターを活用した救援物資・資機材・災
害対応に必要な人員の搬送を行うほか、被
災状況等の
巡察や情報
収集活動な
どを行い、
多様な輸送
手段の確保
を図ってい
きます。 迅速な被災者支援に資すること

を目的に協定を締結

市街地再生整備基本方針
○目標
　駅周辺の再編と交流空間の創出による市街地
　の再生～「温泉」と「フラ」を活かしたにぎ
　わい・交流の源泉づくり～
○目標実現に向けた取り組み
　⒈　多世代が集う交流拠点の整備
　⒉　温泉とフラのまちの玄関口としての景観
　　　整備
　⒊　商店街のにぎわい再生
　⒋　温泉街の滞留拠点の形成
　⒌　歩きたくなる沿道景観・道路空間の整備
※市街地再生に向けた取り組みを市
　ホームページで公開していますの
　で、ご覧ください。


